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’

温

THE 　A．SPARAGUS 　BEETLES 　TN　NIPPON ，

　　　　　 By　HIRQ 瓢 Ru 　YUAS △ 、

　　從來我國に 於
一
（1ア ス パ

『ガ ス を加害す る葉轟 と して は， 北海道 に 於 て カ タ

歩
シ ク ビ ナ ヴ

ハ ム シ 伽 oco癇 oτ伽 廊 爾 」⊥cOBY の 幼蟲が子貴 を食害す る こ と が

知 られ て ゐ ただ け で あ る u2

）

　　然 る に
， 著者は昭和11年 5 月長野縣農事試驗場 田邊技師か ら同縣 に 於て ア

ス パ ラ ガ ス を加害する と い ふ 葉蟲 の 1 種 を途 られ ， 之が 同定 を求め られ た 。 之

は 上 の カ タ ボ シ ク ビ ナ ガ ハ ム シ と異 る種で ， 從來本邦か らは對 馬だ けか ら知 ら

れ て ゐ た ジ フ シ ホ シ ク ビナ ガ ハ ム シ a・
・i・ee・is　qteatu・1・cl・ci・・iP・ ncinatrm （s・・PQL ・）で

あ つ た。

　　なほ ， 著者 は昨昭和12年 7 月親し

『
く長野縣 に 於 け る ア ス パ ラ ガ ス 被害地 を

靦 察 した と こ ろ， ジ フ シ ホ シ ク ビ ナ ガ ハ ム シ の ほか に
，

・
從來同 じ く本 州未記録

で あ つ た カ ク ボ シ ク ビ ナ ガ ハ ム シ も少數混在 して ゐ る こ とを認め た 。

　　而 も 本邦蓙 ジ フ シ ホ シ ク ど ナ ガ ハ ム シ は共後の精査 に 依 っ て 歐洲蓙原麺

と區別 す ぺ き．も
の で ある こ とが 判 b， 又 本 州産 力

．赫 シ ク ビ ナ ガ … シ は北 f
’
M

道産原種 と 聊か異る所が あ る の で
， 次 に 之等 2 鍾 に 關す る分類學的研 究の 結果 ・

を記述 しr 且新分布地 の 記録 をもな して おか うと思ふ 。

1） こ の 概 草 す る に 當 つ て
・種 々 調 査 に 便宜 鎮 へ らt・k 長野縣齢 試 驗 場技師 田 邊

　　忠
一氏 竝 に 貴 重 な 標 本 を寄 膾 又 は 貸與 さ れ た 北海道農事 試瞼揚技師桑 山傅 士 ， 九 州

　　帝大教授 江 崎博士 t 靈北帝大 中條邁 夫 氏 ， 八 戸市爾 園 進 氏 に 深 甚 の 誨 意 を 表 す る 次

　　第 で あ る
。

2〕 北 海 遘 農 事 試 驗場．1935．試 驗及 調査 め 威絞 に 鑑う 指 導 奨勵 上 注 意す べ き事 項　第
　　五 輯 ： 200．

　　宮瀦 水 ・北 樋 に 於 鵬 加工 用 園藝作物 の 栽培 幗 魏 船 講演要 鎌 第四 輯Sil
　　刷）： 76．
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1． α ‘・ce ・is　quα齔 ・  召c‘’npesn 伽 ta （SCOPOLI） va ・・sibiri ・a 　WEISE

ジ フ シ ホシ クピナ ガ ハ 厶 シ

α f。。，、
’i．s　n −

〜・1
・．，・ct・・tre　Sc。P ．・n．r．　sib

−ii・Ic・・ WE ・SE ，　A ・ch ・f・　）
”．ttLu’g・・L皿 ・1SS7

・

　　　L）．IGr）・− 」・・c 。s ・
一

・t・C ・・LY ．Ltt・，Lu ，　 G ・i
｝
，　lns・・ XXIU ・1904，　P・！・7・一CLsY ，t−

　　　RE ⊥U ．　Col．　 Cat．（JuKK ＿SCI・1】弛τKLD ｛G ），
　LI ，

19工3
，
　P．50．

（）1’i。ee・）iib一均 刈 o・c・t・齢 BSLts・
，

丁麟 ・・E 臨 S… L ・ ・d・， 1S73
，　P・77・− LEWIS，

　　　Ellb、1工on しh，1工t1　9
’．

，
　X 、1S7　tL

，
　P ．174；　Ca．b・Co1・Jal）・Ai’chip ・，　1S79

・ p・

　　　27．− J．、c。By ，
　Pr。。．　Z・Q1．　 S・c ．　L ・ nd ．11SS5 、

　 P・753 ・− Sc［・【6NFEI．DT −，　CITL・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A　　へ
　　　C。1．J・Ll・．，　18S7，　V．143．一土井 混 蟲世界 ，　XXX ，

1926 ・P・22°・
’− CI−〔UJ °，

　　　 シ ル ビ ア
，
IV

，
1933

，
　 P．27・

　　長野 縣産 の ジ フ 淋 シ ク ビ テ ガ ・ ・ ム シ の お躰 はす べ て 次 の 諸點 で 歐洲産の

Co’ioceo・・is　gtr・reincorclecipq ，t
，
JncnatcG （SCOPQLI） と異 つ て ゐ る 。

　　　　　　　　　　　　
−
1） 一般 に 翅鞘上 ¢）瑳紋は大形で ある 。

　 　　 2） 翅鞘第 2 列外側紋 は 横長 で な くて 園形 叉は縦長

　 　　　　 で
1
あ る．　　　　　　　　　　 ．

　 　　 3）　同列内側紋 は 會合線に 密接 し， 且屡兩翅鞘上 の

　 　　　　　もの が結 合 して 1 紋 を形成す る。

　 　　 4）　同第 3 列 の 工綜は ほぼ横位 の 橢 鬩形。

　 　　 5）　脚 は全 く黒色 。

　 　　 之等 の 諸點 は W 矼 SE が tLmur か ら記i陵した上 の 變

　　　　　　　　　　　 種に相當す る。
s） た だ

，
　WEISB の 原記載で は前胸背板 の

・

伽 為』島、伽
・∬媚 鯆 方 の ・紋轜 啾 け ・ ゐ ・ ・ し・ あ る ・S・

− e

pzcnctceta　｛
qucoPoLt ）va 「・

の 紋は後述 の 通 り本邦産標本 で は 普通存在す るけれ ど

　　　　　　　 （長野縣sibiiica　WEISE
小 縣 郡禰津村産）　　　 も少数 の 個體で は 淌矢 して ゐ て 、攣化 し得 るもの で あ

る か ら， 特 に 取擧げる べ き標徴 と は考 へ られ ない 。

　　、而 して
， 從來本邦産 の もの は BOfi’BI）1

’
G 竝 に A ．　AD ，tz　rsが對 馬で採集 した も

の を B⊥ エY が 歐洲産原種 と 同 じもの と して 記録 した の に 據 つ て ゐ る の で あ るが 、

　 3｝或 は 亜 種と して 取 郷 べ きで は 伽 ・か と 考 へ て ゐ る が・今 は 暫 くこ の 儘 と して お （r

、
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私は中條遯夫氏 の 鍵 ：に 依 つ て 臺灣謝 鞘 中火研究所農業部師 戍の ADA “ls 探

集の 岡島産 2標 本を檢す る こ ど を得 ， 之 も長野縣塵 の もの と大差 の な い こ と を

知 り得た か ら， 今迄對蛎か ら記録 した C物 c6 癇 卿 臓 卿 惚 oε  襯 C‘磁 ‘ は杢 部變

Vk　・ibir’ic，ft．と し て よ い と思ふ・叉 ・ ± −」−1：t“　「z 手縣 の もの に して 1跚 ll産の q・ cer

触
・
〔leciOUIntitctr“fe に類似する もの を檢 した る に 黒斑 は歐洲産 よ b大 に して 全 く

別猛な りと思考せ りJ と云 つ て ゐ る所か ら判斷す る と ， 土 井の 檢 した 岩手縣産

標本 も恐 らく本變種で あ つ た ら 5 と思 はれ る。 な ほ ， 最近 本變種が膏森縣八戸

市 に 産 し， 同地 で もア ス パ ラ ガ ス に つ い て ゐ た こ と を知 つ た。　　 一

　　更 に，BALy が 對馬か ら記録す る 際
tt

　tile　insects　 fl’om 　China　i・　nd 　Japan

］LIIve 　 the　 bh・。k　 Ep ・t・ ・ t・ the　elyt ・a　m 。re 　fully　de・e1。pe・1　tha ・ th・se　f、
’
・m

Siberi” nncl　E ｝lstel’11　Europe．” と蓮 べ て ゐ ると こ ろか ら見 る と，支那産 の もの

も或は 日本産 と同 じく變強 Sibi・e・icceで あ る か と 想像 され る。

　　次 に
，

こ の 葉蟲 は個髏 に 依 つ て 斑紋兮變異が 可 な り甚 しい か ら， 下 に そ の

點 に 就 い て 記 しお く。

　　頭部頭頂 は赤色 ， 對馬産標 本 で は こ こ に 大 さは多少違ふ が 1 黒紋が あ るけ

れ ども，長 野縣及 び八 戸市産の もの に は全然之 が 見 られ なか つ た 。

　　前胸背板の rl映 の 1對 の 黒紋は歐洲塵原種で は小 圓形 らしV ・参， 本邦産 で

は一般 に 何れ も畏 目で 後方に 尖 り且 互 に 相接近する を常 とす る e 小楯板前方 の

1 紋は次 第に 小形 とな り，又 淡 くなつ て tS　rL　sib
，io・icccの 原 記載通 り全 く淌失 し

て し ま つ た もの も長野縣産 45個鱧中 3個體ほ．どあ つ た 。 叉 ， 中央の 1 對 と 小 椨

板前方の ユ 紋 とが連綾 した もの も 1個體存在 した 。

　　翅鞘 の 斑紋 は同 じ長野縣で も一般 に低地 （海拔約 630m ．）め南安曇廊倭村

産標本で は小 さ く1 高地 （海拔約 1200m ．）の 小 縣郡禰津村奈良原 産標本で は大

形 で あ る。 又 對馬産標本は倭村 塵の もo と ぼぼ 同
’
大，八 戸市 産標 本 は繭津村

産 の もの とほ ぼ同大乃至や や 小形 の 斑紋を有す る。

　　翅鞘第 1列外方肩部 の 1 紋は それ の 後方の ユ小紋 と 結 合し よ うとす る もの

が 多 く，第 1 列内方 の 1紋 は黒色の 小楯板 と結合す る もの が あ り，第 2 列外方紋

は第 1 列肩紋 と結合 しようとす る傾向が 張 く， 之 に 更 に肩部後方小紋 も加は つ

て 3 紋蓮綾 した もの もある。 第 2 列外方紋は叉 第 3 列の 横紋 に 湮絡 し よ うとす

る傾向を示 した もの が 1 個體あつ た けれ ど も， 完全 に結合 した もの は 見當 らな
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か つ た。 第 2 列内方紋は兩翅鞘上 の もの が全 く結 合し定 もの が あ F），又 こ の 紋

が第 3 列 繊紋と連績 した もの もユ 個i邉存在 した。 之等翅鞘斑紋結 合の もの は皆

瀰 津村産 の もの に 見 られ ，其他 に は對馬産の 1個彊 で Mf］kl“ とそれ の 後方 の 1小

紋 と の 結合 した もの が あ つ た だ けで あ る 4

　　 薩地一長野縣小縣郡禰津村奈良原（25頭，6，VII，ユ937，署者採集）・同縣南安

曇郡倭村 （20頭 、
S．　VI 工．1937

， 著者探集 ）。八 戸市上徒士町 （1 頭 ，
7．VH ．1931 ，

爾 田進氏探集ン對馬 （2 頭 ， A ．　ADA ）〔S 採集）．

　　分布一本州 （青森縣 ・マ岩手縣 ・長野縣）・九 州 （對馬）， ？支那，Amur ．

2．C 「ioee 「 is　 orient α lis　 J ’yCOBY ，

カ タボ シ ク ビナ ガハ ム シ

　σi’ioceo’is　o ）
’ientfal・is　J

−
AcoBY ，　Proc，　ZooL　Soc．　工・oncl．，

「
18S5，　P．　195．− ScH6 ）r

　　　FELDT ，　C ［L  CoL　Jap：，1SS7 丿P・143 ・7J ・LcoBy 　eも　CLLv ⊥RE △u ，　Gen ・Ins・，

　　　XXIII
、
1904

，
　P− 28：一∫AcoBso ）　

，
　Rev ．　 Russe 　d1Ent，

，
　VII

，
ユ907．　P．26．一

　　　土 井 ， 毘蟲世界．
，
XXX

，．1926 ，
　p ，220 ，− aH 亡」δ，シ ル ビ ァ

，
　IV

，
ユ933

，
　p．　27 ．

　O｝
・i・ce・is　mei ・cligeo・ct （ned 　L   欄 s） CT．Av ・LRE ・Lu ，　 C ・1．　 Cat．（」m “

’
K −ScHENK

　　　LτNG ），　LI，1913 ，
　P，48，

　　本種は從來北海道 だ けか ら知 られて ゐた の で ある が ， 今度初め て 長野縣 に

分布 し て ゐ る こ と を知 つ た だけ で な く ， 其後青森縣八 戸市塵 の 1標 本 をも檢す

る こ とが出來た 。

　　而 して
， 北海遒で は本種 の 幼蟲 は ア X パ ラ ガ ス の 子實 を食害す るけれ ど も，

長野縣で は未だ野外で 之 を確め て ゐ な い
。 ．八 戸市産成蟲標本 もア ス パ ラ ガ ス で

得 られたと い ふけれ どもそれ以 上 の こ と は判 つ て ゐ な い e

　　なほ，本 州産の もの は 北海道産の もの と異 つ て
， 翅鞘肩部 の 1紋以外 に 翅 ．

鞘 中都後方 に 1又は 2個 の 黒紋 を有 して ゐ る c こ の 點で 一見別種の 觀が あつ た

の で
， 北海道産標本を桑山博士 に お 逸 り願 つ で 比 較 したと こ ろ，斑紋の 相違 を

除けば全 く同 一 種 と認め られた e しか し；こ の 翅鞘斑 紋の 相違 に 依 つ て 本 州産

の もの は や は り北海道蓙原種 と 區Sl｝した方が よい と思 ふ の で
， …幻 こ 之等 の ため

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

揚 淺啓温 ： 日本産 ア ス パ ラ ガ ス カll告葉鵡類 41

に 3 新異常型 を記載 し よ う と思ふ。り

　　 　　 　　 2a．　 Crioceris　 orientalis 　JACOBY 　ab ．　 saleahati 　 nev ．

　　 こ の 異常型 の 原種 と異る點 は次の 通 り。

　　1） 翅鞘 の ほぼ 中央部 の クト方か ら斜後内方魯合線 へ 向つ て走 る や や 太 口 の

1 絞 を有 する。（こ の 紋の 形は變異 に 富み ， 囲示 した や うな長 い もの もあるが ，

次第 に 後端部 が淡 く，短 くなつ て 行 く傾向が ある。）

　　2） 翅鞘周紋の 後外方 に極め て 小形の 1紋が あ る が ， 個體に よつ て は泊失

し て ゐ る。

　　模ヌ鵬 ！本
一 3 頭 ， 長野縣小縣郡瀰津村奈良原，6，VII．1937 （著者採集）。

　　 な ほ ， こ の 異常型 に 屬する 八 戸市上徒士町産 の 1頭 （10，VI．1935，幅田進

氏採集） を檢 した 。

　　　　　　a　　　　　　　　 　　　　　　
．

　 c　　　　　　　　 」

　　　　　 第 2 圖　　　（］1
・ioceldε O｝ieretcelts　JAaOE」tr．　　a ，　 ab ．！JotCtbesi　 1」oV ．

　　　 　　 　　 　　 b．ab ．　scekaJzfiti　llov，　　c．　ab ．　 lttttaitosi　nOv ，

　　　　　　 2b．　 C 尸ioeeris　 orientatis 　JACOBY 　 ab ．　yotubosi 　 nev ．

　　原種 竝 に他 の 異常型 と異 る 點は 衣の 通 り。

　　 1） 翅鞘 中央部 の 後方に 1 鬩紋，それの 後 内方に や や 小形 の 1 圓紋が あ る。

　　2， 他 の 異常型に 見 られ る 翅鞘肩部後外方 の 1 小紋は辛 う じて それの痕跡

が認め られ る に過 ぎない 。

4）
．
本 州産 の もの は 1群 と して 北 海道産原種 と 對 立 す る位 置 を與 へ られ ，更 に その 内 で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 斑紋 の 變 異 に據る型 を分 けて も よ い か と 考 へ られ る が ， 今 は す べ て 原種 に 對 して 同

　 格 の 異常 型 と し て 取 扱つ て ts　．〈　e

　 模式 標 本 は 農 林省農事 試 驗揚昆 蟲部 の 標 品 中 に 保 存 せ ら れ る
。
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　　模式標 本一1 頭 ，長野縣小縣郡彌津村奈良陰瑟， VI．1937（E「1邊忠
一

氏採集）。

　　こ の 異常型 の 麺鞘背面 の 4 紋 は 三』b．s（ek（elt｛ttS の 5芒全 に 發遣 した 糾紋の 前 後

兩端部 に 細當 して ゐ る もの の や うで あ る。　　　　　　　　　　　　　 ’

　　　　　　　 2c．　 Crioceris　 orientatis 　 J，xcoBY 　 ab ．　 hutahosi 　 nov ．

　　原種 竝に他 の 異常型 と異 る點 は次 の 通 ゆ。

　　 1） 翅鞘 の ほぼ 中央 に 1 小 圓紋 が あ る。

　　2）　翅鞘肩部後外方虻あ る 1 小紋 は ab ，肌 leah‘tti と同機。

　　模 式 標 本一 2 頭 ・ 長野縣小縣郡瀰 津村奈良原 ，
6．v ∬，193∫ （警者採集）。

　　本異常型は ab ．　 yotv、bo．si の 翅鞘後端 の 1 紋が 淌失 した もの と考 へ られ る。

更 に
，

こ の 異常型 の殘 つ た 2紋が 稍 え る と原種 と同 じに なる譯で
， 現 に 著者 の

檢 した北 海道廃原種 標 本 壬頭 中 2頭 に は翅鞘中央部 に ユ小圓紋 の 痕跡 の 存す る

もの が あ つ た 。（なほ，原種標本 で は翅 鞘肩部後外 方の 1 小紋 は痕跡 も認 め られ

なか つ た。）

新　　著　　紹　　介

　　　　　　　　　　　　 三 輪勇 四 郎 一 日本甲蟲分類學

　三 輸博士 は札嶢 の 河野贋道博士 と共 に 松 付松 年博士 の門下の 甲蟲分類學專攻 の 逸材，且

御兩人 は國の 南北兩端 に 位置 して本邦期學 の 2大高峯を形造つ て ゐ る 。 そ の 三 輪博士 が 十

數年研燈マ）結果を以て こ の 著をもの しtgの だ と云 へ ば お よそ 本書 の 價値は窺ひ 得よ 5。

　本書は菊版 ク ・ 一ろ 本rc・202頁 に 索弓140頁を添 へ る 。 内容は 耀 F・・VLER の 「英領イ
』
ン ド動物相，甲蟲類概説」 の 構成 に 貝胸 ， 總論 と各論と に 大別 され，總論は鞘翅 目の 漂微，

外部形態，丙部形態，色彩 ， 變態 生活，分 類 の 各 項 か ら成 る
。

分類は ほ ぼ WE 麗 R の’
「昆蟲學教科勸 に 據つ た もの の や うで ， 2 亞 目・顳 の纐 式をとり洛 論鯛 之 に瀞 陵
1。3 科を 配 し 科 まで の 大要 をPtる や う言Pt して あ る 。 更 に，こ 曙 を飾 る に總論 32洛
論 174 個 の 挿圖を以 て し，而も前者中14，後者 中 162個 ｝ま著者 の 原鬮で ， 之だけ で斯學 に

興畩を持 つ 者 は 是非 1本を 備へ なけ招 ボな ら ぬ と思ふ 。 ただ ， こ の 貴重な圖が ， 原鬮 ・製
版 ・

即刷 の 何れ に 因 る の か ， 案外不出來 なの は玉 に瑕 。 叉，こ の 挿鬮に 番擁の 附 して ない

こ とと昆蟲名が載 と同 じ く鴨 名で言巳し
LCI

る の と’
・：e だ不便で ある 。 だh；

， こ の 橢

の 現昏まれ た こ とを斯學 の ため喜び とする次第 で あ る。 （湯淺啓温）
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